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論 文 内容 の要 旨

今日のような混沌とした社会情勢の中､人間が健全に生活していくには繋張を解きほぐし､且つス

トレスを軽減させるくつろぎの空間の提案が必要である｡そのため､くつろぎの明るさを決定する要

因の農壬管を究明することは､生活空間の計画において必要不可欠である｡しかし､これまでの生活空

間のための照明計画では､明るさを確保するという照明の機能を重視した計画が多く､くつろぎのよ

うな積極的な作業を伴わず雰囲気を重視する計画での照明要件については殆ど検討されていないのが

現状である｡

本論文の目的は､生活者が持っくつろぎのイメージを明確化すると共に､住宅内の解明環境の現状

を雰囲気照明の観点から把握すること､さらに､くつろぎ空間のための適正頻度並びにくつろぎ空間

としての満足度を把握するための被験者評価棄験を順応状態､作業内容､頗明方式､色について実施

し､これらの結果を基に実際の生活空間に適用可能な照度並びに満足度の予&1j法を提案することであ

る｡くつろぎのような積極的な作薬を伴わず雰囲気を重視する車間に関して適正鼎資を明確にする研

究は実施されていない｡そのため､本研究では､まず明るさを決定する要因の適正興産と満足度への

影響を把握することを目的とし､属性､生活習慣､個人差は検討対象とせず､青年女子のみを対象と

して実験を実施している｡

本論文は10章で構成されており､各章の要約を以下に示す｡

第 1葦では､本研究の目的と脊索を示し､住宅照明の諏登や雰庸気相明に関する実験についての既

往研究を概説し､本研究の意義を示している｡
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第2章では､既往研究より抽出した26の単語を用いてくつろぎに求める雰尚気を検討した結果､く

っろぎに求める雰囲気は居心地並びに静寂感のイメージが強く､明るさや活動性に対するイメージを

担く者は少ないこと示している｡実際に行うくつろぎの行為には､スポーツをする場合のような活発

Ti一行為はなく､主に1人で行うことができる行為が多く､さらに行為を行う本人以外の外部の嚢々し

さのない帝かな環境で行われていることを明らかにしている｡くつろぎの行為を行う場合に環境の物

理的要素である ｢光､空気､音､勲｣の中で光を重視する割合が高い行為が多く､読書や食事で6割､

田らんや就寝前で5割が光を重視しているという､くつろぎに関する照明計画の重要性を明らかにし

ている｡

第3章では､住宅の鞄明菜境は1妄あたり1-2台の照明器具を使用し､天井付け器具が約7善り､

蛍光ランプの使用が約6割という現状を明らかにしているor明視､安心､防犯､雰凶気｣という4

っの照明の役割に関しては､明視睦と安心のための照明の役割はどの室でも重視されているが､防犯

としての照明の役割は玄関で､平岡気演出としての照明の役割は居間での重視度が高いことを示して

いる｡また､雰囲気演出には釈明が重視され､特に光長を重視するという意見が多いものの､実際に

照明の調光機能を利用している居住者は約3苦りと少ないこと示している｡各室に求める芳遡気は､居

間や個室では居心地と明るさ､浴室など水周り空間は滑津感というように異なる｡さらに､居間や個

室に求める雰EEl気は弟2章で検対したくつろぎに求める雰囲気と類似しているが､活動性や明るさが

求められる点が異なることを示し､各室のくつろぎとの関係を明らかにしているO

第4童では､第5資～第8章に示すくつろぎのための適正照度とくつろぎ空間としての満足度に関

する実験計画を示している｡尚､第5章一第8章の実験は､蘇､壁､天井各面毎に内装が均一な実験

室において実施している｡

第5章では､脈応の問題を取り上げ､r初期順応レベル･在室時間･時刻 ･季節JIに関する検討を

行っている｡適正粗度は初期順応レベル並びに在室時間の影守を受けるが､くつろぎ空間としての満

足度は在室時苛の影書のみ受けることを明らかにしている｡これまでの芳囲気照明にBElする既往研究

では取上げられていなかった初期順応レベルの影響を検討しー初期帳応レベルの比が1 8の場合､

適正取度は2分経過時で1:5､32分経過時で1:2となり､時間と共に差は減少するものの30分程

度では依然義正照度は異なることを明らかしているoこの結果は､初期状態の重要性を示している｡

更に､適正照度への初期順応レベルの影響は在室時間の影響に置き換えられることを見出している｡

また､時刻並びに季節の違いにより適正照度が異なることを明らかにしている.

第6葦では､作業内容を取り上げ､r視作美皮 ･作業姿勢 (座姿勢).Jに関する検討を行っているO

尚､後作集塵に関しては､対人関係を含めて検討しているO適正照度は1人でくつろぐ場合よりも2

人で会話をしなからくつろぐ場合の方が高く､くつろぎ空間としての満足度は視作業慶により変化す

ることを示し､雰囲気照明の計画においても視作業皮により適正照度が異なるということを明らかに
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している.適正原皮は5-651Xの範囲であることを示し､視作業度と順応状態の遅いが既往研究桔

集との大幅な照定の養いをもたらしていることを明らかにしている.また､作業姿勢がくつろぎ空間

としての清足度に影書することを示し､更に､作業姿勢と照明設置位置の関係を被験者の目と光恵の

位置関係を表すプロフJl-ル角で検討し､プロフィール角が大きくなるほど適正照匠が低くなるとい

う関係を明らかにしている｡

第7章では､照明方式を取り上げ､r光源形状 ･勝明設置面 ･器具配光 ･照明設置位別 に関する

検討を行っている｡光源形状を変化させた場合､天井の点光源に比べ天井の面光源 (光天井)は適正

胴度が約2倍となり､くつろぎ空間としての満足が得にくいことを示している｡点光源で照明設置面

を天井面と壁面に変化させた場合､適正牌度､満足度共に有意差は認められないことを示している｡

器具配光に関しては､全条件での統一的な傾向ははめられないが､主光線の方向と在室比定との相対

的関係が誇足皮に彰書する可能性を示している｡同一壁面内で照明設置位置の高さを変化させた場合､

照明投定位置が高いほど適正刑皮が低く清足が得やすいことを示すなど､くつろぎ空間に適する照明

方式を明らかにしている｡照明方式の変化に伴う室内の坪皮分布の違いを検討し､照明投定位置より

も器具配光を変化させる方が粒度分布の変化が大きいことを明らかにしている｡更に､DLLoeが提

唱する水平400バンド視野内の穣度を取り上げ満足度との関係を倹肘し､今後､輝度分花と満足度の

関係を検討する上での方向性を示している｡

第8･章では､色を取り上げ､r壁面色彩 ･ランプの色温度Jに関する検討を行っている｡くつろぎ

空間として不稀ではない場合､僅か7'j:がら高色温度になるほど照度が低くなる傾向が認められ､また､

3000Kの東光ランプを用いた場合､壁面色彩として2.5Y8/2の有彩色を用いるよりN9の無彩色を用

いた方が.q度が高い傾向があること明らかにしている｡A.A.Kruithofが提案したランプの色温度と

照度の快適領域との比較から､どの色温度でも適正照度は､Krulthorの濃蒸した快適領域とは大き

く異なることを示し､くつろぎの行為に対する色温度と適正用度の関係を明らかにしている｡

第9軍では,くつろぎに適切な照度と満足度を予測する方法として､内装が均一な実験室で行った

第5章～第8章の結果を基に重回帰分析を行い､くつろぎに適切な照度と清足度の予測式を提案して

いる｡予測誤差±50%の範囲に､適止照度の場合は82%､満足度は87%が含まれ､十分な予測精度

を有している｡この予測式が､実際の生活空間をイメージできる内装が不均一な実額室において妥当

であるかを検討し､予測が.不十分な条件は在室時間と配光の影響が要因となっていることを示してい

るCこのように､予測が小十分な点についてはその原因を明確にし､積極的な視作業を伴わないくつ

ろぎのための題止粗度と満足度を予測することのできる有益な資料の提案をしている｡

第10章では､第 1章～第9章を要約すると共に､順応状態､輝度分布､生活習慣､個人差の形書な

どの今後の課題を示し､結論としている｡

以上､生活者のくつろぎのイメージを明確化するとともに､住宅照明の現状や照明に対する意誠を
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把握し､くつろぎ空間に求められる頻度並びに満足度への順刷火線､作業内容､照明方式､色の影響

を把握している｡さらに､積極的な視作美を伴わないくつろぎ空間のための適正照度と満足度を予測

する方法の提秦を行っており､周明計画上の有用な知見を提供しているO
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論 文 審 査 の結 果 の要 旨

現代社会の中で健全な生活を営むためには､ストレスを亜威させるためのくつろぎの空間が必要で

ある｡このための空間計画における照明の役割は重要であるが,積極的な作業を伴わず､雰囲気が重

視される空間の周明計画要件については､客観的なデ-タに基づく設計用資料が殆ど整備されていな

いのが現状である.nS照度基準や周明学会の屋内外の照明基準など光環境に関する設計基準は､明

視性や作業性など光環境の機能的側面を充足するためのものであり､適切Ij.芳匪気の実現に寄与する

ことを目的としたものではJJ,tいO

照明計画においてはー設定原皮は設計の要でありーまた､消費エネルギーと直結する問題であるに

も関わらず､雰Efl気周明に関しては､この照度にすら指針とすべき客観的な資料が11いのが現状であ

る｡このため､本論文ではー磁極的13'作業を伴わず雰囲気が重視される ｢くつろぎ空間｣の照明を取

り上げ､設計のための基本的中項である博明方式毎の適正照度と名頗明方式に対する満足度の把握を

主たる目的とするorくつろぎ｣のための照明要件に関しては生活習慣や個人差が大きいと考えられ

るが､本研究は当該研究課題に対する明芽的研究であるため､これらの項目は取り扱い変数とはせず､

日本人青年女子を対象として､主要影響要因の把握､ならびに適正照度と満足度の予測方法の捉策を

行っている｡

研究は調査､評価実験ー輝度分布等の物理量の実測調査からtj:り､快適な生活環境を確保する上で

の､周明計画上の指針とすべき有用11:知見を提供しようとするものであり､論文は10葦で捕成されて

いる｡

第 1葦では､本研究の目的と背景を示し､住宅照明の調査や雰閉気鼎明に関する既往研究を概説し､

本研究の意義を示 している｡

第 2毒では､生活者が持つくつろぎのイメージを明確化するために実施した調査結果を分析してい

る｡くつろぎには落ち着き､静寂のイメージが強く､活動性や明るさのイメージは低いことを明らか

にしている｡くつろぎの行為には､1人で静かな環境で行われるものが多く､その視作業度には巾が

あり､また,環境の物理四要素 (光､空気､昔､剰)の中で光環境を重視する行為が多く､読書や食

事では6割,Eilらんや就寝前では5割が光を最重要視 しているなど､くつろぎのための具体的な生活

行為や環境要件を明確にしている点が評価できる｡

第 3軍では､住宅照明の現状と､生活者の照明に対する意識を把握するために実施 した調査結果を

分析している｡住宅ではl室あたり1-2台の冊明器貝を使用しており､天井設置タイ70)器具が約

7割ー蛍光ランプが約 6割を占め､天井設笹の丑光灯器,Ellによる全般照明が主たる照明方法であると
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いう雰囲気照明不在の現状を示している｡また､雰囲気続出には照明､掛 こ光量調節を重視 したいと

いう君瓢 ま高いものの､実際に調光桟臆を活用している居住者は約3割と少fj:く､居住者の意識と胸

明計画や住まい方の実態とが一致していないという現状を明らかにしている｡これらの結果は､くつ

ろぎの空間の照明要件に関する情報を生活者や設計者に提供する本研究の重要性を曜認させるもので

ある｡

第4章では､くつろぎの明るさに影曹する要因を､人の目の感度や心理状態に影響する要因と､空

間の物理津境を構成する要国に分頬して整理した上で､第5草～第 8章におけるくつろぎのための適

正照度とくつろぎ空間としての満足度に関する実巌の計画と実施方法の故要を示 している｡尚､第5

章一第 8葦の実射 ま､床､壁､天井各面毎に内装が均一な実験室において実施されている｡

第5章では､椴応状態の影響について検討している｡取り扱い変掛 i､初期瓶応レベルー在室時間､

時刻､季jTIである｡適正照齢 こは初期暇応レベルと在室時間の両者が覇者に影響 しー満足度には在室

時間が影Vすることを明らかにしている｡また､適正照度への初期順応レベJt,の彰軌 ま在室時間の影

軌 こ置き換えられ､更に､時刻や季節の遵いも適正照射 こ影響することを明らかにしている｡恨応状

倍を雰囲気照明に額入することの重要性を明らかにしており､適正照度を決定する上での重要な知見

が得られている｡

第6輩では､作業内容の影響について検討している｡取り扱い変数は､視作業の程度 (視作業皮)､

対人関係 (会話などのコミュニケ-ンヨンの有触)､作業姿勢 (座姿勢)である.視作英度の逢いに

よりくつろぎ空間としての満足度は変化し､また､l人でくつろぐ場合よりも､2人で会話をしなが

らくつろぐ場合の方が適正照度が高くfj:り､作業姿勢もくつろぎ空間としての満足度に影響すること

を示している｡更に､作業姿勢と照明設置位置の関係を､Elと光源の位置関係を表すプロフイ-ル角

によ.'て合理的に検討している点に新規性が認められる｡これら作業内容や作業姿勢と照明器具の位

宥関係の彩管はこれまで未解明であったため､本結果は実設計上の貴重な資料として評価できる｡

第7草では､照明方式の影響について検討 している｡取り扱い変数は､器具形状ー照明設置面ー照

明設置位置､器具配光である｡器具形状の影響としては､天井では点光源に対し面光源 (光天井)の

場合の適正照度は約2倍となり､かつ､満足度が得にくいことを示 している｡設置面については､点

光源の場合､天井設置と側壁設置で､適正照度､満足度共に有意な差はなく､同一壁面内での設置位

置の影書としては､照明設置位置が高いほど適正照度は低く満足が待やすいことを示しており､雰囲

気解明の方式に関する系統立った知見を得ているJRが高く評価できら.,また､器具配光に関しては､

王光操の方向と在室位置との相対的関係が満足齢 こ影甘し､照明設置位置よりも配光の方が輝度分8-

への影書が大きいことを示している｡更に､D.LLoeが提唱する水平40oバンド視野内の輝度を取り

上げ､その50%タイル値と適正偲匿および満足度の関係を検討 しており､その籍栗は照明方式を輝度

分布に一元化して取り扱うことで適正照鑑と満足度が合理的に推定されることを示唆するものであり､
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照明方式を検討する上での今後の展望を示している｡

第8葦では一色の影響について検討している｡取り扱い変数は､壁面色彩とランプの色温度である｡

色温度の低い3000Kの蛍光ランプを用いた場合､壁面が有彩色 (25Y8/2)_よりも無彩色 (N9)の

場合の方が適正照度が高い傾向にあることを明らかにしている｡また､くつろぎ空間として不満がな

い場合､僅かながら高色温度になるはと適正頻度が低くなる傾向があることを示しているOこれら､

色温度と適正照度の関係に関する知見はー今日十分な検証がなされないままに種々の場面で引用され

ている ｢Erujthorの快適領域｣とは異なるものであり､本結果はくつろぎのための照明環境を計画

していく上での重要な知見として評価できる｡

第 9章では､第 5章一第 8章の結果を総合的に検討している｡まず､条件による適正照度の違いや

砧足度の違いについて検討し､次いでー実験変数を説明変数としてー適正照度および満足度の予nrJ式

を求めている｡予測誤差±50%の範EElにー適正頻度の場合は82% (R-086)､満足度は87,6(R-

098)が含まれており､卜分な予測精度を有するものである｡更に､この予測方法の実空間への適用

性を､実際の生活空間を摸した室における実験結果に基づいて検討している｡その結果､在室時間と

配光の影響については今後の検討が必要であるがーその他の変数については 卜分な予nrJが可能である

ことを碇致 し､穣極的な視作並を伴わない ｢くつろぎ｣のための適正照度と満足度を予測するための

有益な資料を作成している点が高く評価できる｡

第10竜では､第 1意～第9章を要約すると共に､順応状態､輝度分布､生活習慣､個人差の影響な

どの今後の課題を示し､結論としている｡

以上のように､本論文では､生活者が持つくつろぎのイメージを明砥化するとともに､住宅内の隅

明環境の:窮状を雰囲気照明の観点から把握 し､雰囲気娩出のために胸明に期待される事項を明らかに

している｡また､くつろぎ空間としての適正照度並びに満足度への順応状態､作斐内容､膿明方式､

色の影響を系統的に把握し､くつろぎを得るのに効果的な姫明方法とーその場合の適正僻度と満足度

i･明らかにLtこれまで明確にされてこなかった雰囲気照明に関する設計指針を提供している｡更に､

その結果を基にtくつろぎ空間のための適正照度と満足度の推定方法を糧姦し､その実空間への適用

性が詳細に検討されている.また､輝度分布､個人差の影響などの､今後の課題とその展開の方向性

が示されている｡

雰囲気が重視される空間のための膿明要件について設計指針を与えることを目債とし､その影響要

因について系統的に検討した泰研究に類する研究は他になく､本研究成果の独自性､先葛区性､ならび

に有用性は高く評価できる｡また､雰囲気照明に対する生活者や設計者への啓蒙となる成果としても

高(評価できる｡

これらの成果は照明学会なとの学会誌や国際学会で発表され､照明学会の奨励研究に指定されるな

ど学会においても高い評価を受けており､嘩明工学､建築環境工学の分野において有用で貴重1i:資料

∴･



を提供するものとなっている｡

よって､本論文は奈良女子大学博士 (学術)の学位を授与されるに十分な内容を備えていると判断

される｡
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